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プロのスタントマンが来られて、交通事故の再現を見せてくださる交通安

全教室に参加しました。僕はこのような教室に参加するのは初めてだったの

で、少し恐怖心がありました。なぜかというと、今年4月に京都でスタント

マンの方が事故の再現中に亡くなられたというニュースを、前日教頭先生か

ら聞いていたからです。今回、何事もなく交通安全教室が終わったので、よ

かったと思いました。スタントマンの方が命がけで再現してくださって、た

くさんのものを得ることができました。

まず、僕は自分の自転車の運転の仕方を見直しました。僕はこれまで、よ

く手を離して運転することがありました。事故の再現では、手を離して自転

車に乗っていた人が、車とぶつかって飛ばされたり、違うことをしながら運

転していた人が他の自転車とぶつかって怪我をさせていました。僕は手を離

して運転することは、とても危険な運転だということがわかりました。これ

からはちゃんとハンドルをにぎって、安全運転を心がけていきます。そして

危ない運転をしている人がいたら、自分から注意したいです。

今回、実際にスタントマンの方に来ていただいて、危険な場面を見るとい

う貴重な経験ができ、命について考えることができ、良かったです。


